
そうじゃ  議会だより
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一
般
質
問

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問

保
育
所
の
入
所
実
態
は
ど
う

か
。

答

現
在
１
３
１
４
名
で
ま
だ
少

し
余
裕
が
あ
る
。�

（
以
下
市
長
）

問

小
学
校
区
の
保
育
所
へ
入
れ

て
い
る
か
。

答

親
の
考
え
も
あ
り
、
必
ず
し

も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。

問

時
代
の
変
化
に
伴
い
入
所
規

定
の
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

〈〈
根

馬

和

子
〉〉

答

夏
を
目
途
に
国
の
「
認
定
子

ど
も
園
」
を
見
据
え
て
会
議
を
開

催
し
て
、
見
直
し
を
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

小
学
校
区
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
作
り
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

答
６
地
区
に
説
明
を
行
っ
た
が

反
対
の
意
見
が
出
た
。

問

説
明
の
手
順
、
地
区
の
構
成

員
等
の
把
握
、
財
源
の
あ
り
方
等

き
っ
ち
り
し
て
、
自
立
し
た
地
域

づ
く
り
が
大
切
と
感
じ
る
が
ど
う

か
。

答

そ
の
よ
う
に
し
て
一
括
交
付

金
が
生
き
て
活
用
さ
れ
、
地
域
が

活
性
化
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

市
の
花
に
つ
い
て

問

市
の
花
「
れ
ん
げ
」
の
予
算

は
い
く
ら
か
。
ま
た
シ
ン
ボ
ル
花

「
さ
つ
き
」
の
普
及
拡
大
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

答

予
算
は
５
６
０
万
円
だ
。
普

及
す
る
。

空
き
家
、住
宅
跡
地
（
宅
地
）

の
利
用
方
法
に
つ
い
て

問

古
民
家
、
空
き
家
、
住
宅
跡

地
（
宅
地
）
政
策
と
し
て
の
考
え

は
ど
う
か
。

答

市
内
全
域
で
空
き
家
が
多
く
、

中
心
部
で
は
新
築
ラ
ッ
シ
ュ
で
あ

り
、
人
口
減
少
エ
リ
ア
で
は
、
空

き
家
が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ

ら
が
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

住
宅
跡
地
に
つ
い
て
は
、
障
が
い

〈〈
片

岡

茂

夫
〉〉

高
齢
者
の
住
宅
で
あ
る
と
か
、
施

策
で
や
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、

購
入
も
あ
る
。�

（
以
下
市
長
）

問

特
区
の
こ
と
に
つ
い
て
の
考

え
は
ど
う
か
。

答

企
業
誘
致
が
進
ん
で
い
て
、

２
０
０
０
人
の
雇
用
が
あ
る
。
人

口
減
少
地
域
に
定
住
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
新
築
し
た
場
合
に
補
助

を
考
え
て
い
く
。

人
事
異
動
に
つ
い
て

問

政
策
監
と
総
務
部
長
の
兼
職

の
狙
い
は
何
か
。
女
性
管
理
職
と

若
手
を
も
っ
と
登
用
し
て
は
ど
う

か
。

答

政
策
監
ポ
ス
ト
を
残
し
た
が
、

議
会
の
方
で
は
不
要
論
も
あ
る
。

今
の
政
策
監
の
人
材
で
足
り
る
と

判
断
し
た
の
で
兼
務
と
し
た
。

　

女
性
が
自
ら
管
理
職
と
な
っ
て

い
く
土
壌
作
り
を
し
て
い
く
責
任

が
あ
る
。
重
要
な
局
面
に
若
手
、

特
に
女
性
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

若
い
人
で
フ
ァ
イ
ト
の
あ
る
人
を

押
し
上
げ
て
い
き
た
い
。

教
育
、
道
徳
性
を
教
え
る
も
の
で

あ
る
。

●
請
願
第
１
号
「
近
接
地
へ
の
運

動
場
の
確
保
に
つ
い
て
」

　
「
中
学
校
の
運
動
場
に
係
る
教

育
環
境
の
改
善
を
求
め
る
願
意
に

つ
い
て
は
理
解
で
き
る
」
と
し
て

趣
旨
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

●
請
願
第
２
号
「
住
民
の
安
全
・

安
心
を
支
え
る
公
務
・
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能
の
充

実
を
求
め
る
請
願
書
」

　
「
国
の
出
先
機
関
の
統
廃
合
に

伴
い
、
倉
敷
中
央
公
共
職
業
安
定

所
総
社
出
張
所
も
対
象
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
」
と
の
観
点
か
ら
、
採

択
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し

た
。厚

生
委
員
会

◎
４
月
臨
時
市
議
会

◎
４
月
臨
時
市
議
会

●
「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
」（
総
社
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
）（
承
認
第
４
号
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
、
３

月
30
日
公
布
さ
れ
、
４
月
１
日
か

答

今
後
と
も
女
性
の
登
用
に
つ

い
て
は
、
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

○
な
お
、
こ
れ
ら
二
件
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
が
、
総
務
文
教

委
員
会
の
総
意
と
し
て
、
こ
れ

ら
二
件
に
つ
い
て
附
帯
決
議
を

付
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
「
平
成
25
年
度
総
社
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」（
議

案
第
55
号
）

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
通
称
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
か
ら
の
情
報
を

メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
に
自

動
で
配
信
す
る
た
め
の

機
器
整
備
、
並
び
に
岡

山
県
か
ら
の
受
託
事
業

で
あ
る
道
徳
教
育
実
践

研
究
事
業
実
施
に
伴
う

増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

問

道
徳
教
育
実
践
研

究
事
業
の
対
象
は
ど
こ

か
。
ま
た
、
ど
う
い
っ

た
事
業
内
容
か
。

答

総
社
南
幼
稚
園
を

対
象
に
、
道
徳
が
芽
生

え
る
幼
稚
園
児
の
道
徳

域
性
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
配

慮
さ
れ
た
か
。

答

地
域
性
に
も
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
地
域
を
越
え
て
適
任
者
を

選
任
し
た
も
の
で
あ
る
。

問

女
性
が
一
人
選
任
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
今
後
の
考
え
方

は
ど
う
か
。

総
務
文
教
委
員
会

◎
４
月
臨
時
市
議
会

◎
４
月
臨
時
市
議
会

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
関

す
る
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
同
意
第
２
号
）

	

（
同
意
第
３
号
）

問

委
員
の
選
任
に
あ
た
り
、
地 市内の保育園

市内全域で増えてきた空き家

委
員
会
活
動
報
告

同意第２号「教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについて」及び同意第２号「教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについて」及び
同意第３号「教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについて」同意第３号「教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについて」
に対する附帯決議についてに対する附帯決議について

　教育問題が大きく取り上げられている昨今において、教育委員会の活性化が強
く求められている。さらに、教育委員会を構成する教育委員が教育行政の運営に
関して適切な判断・決定を行うためには、現行制度の理念、当面する教育・教育
行政の諸課題についての深い理解と当事者としての自覚が必要であると思慮する。
　したがって、本市教育行政の円滑な推進に鑑み、今後における教育委員の選任
については、以下の事柄に配慮することを強く求める。

記

１　教育委員会が担う大きな役割は学校教育（義務教育）であるという観点から、
学校教育（義務教育）に対して識見と経験を有する一定数の委員の選任につ
いて配慮すること。

２　本市の教育委員は現行では条例によって６名と定められているが、その数の
妥当性について今後検討すること。

３　全市的な意見集約の観点から、可能な範囲で地域バランスに一定の配慮を図
ること。

４　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条の趣旨にしたがい、委員の
年齢、性別、職業等に著しい偏りが生じないように今後更に配慮すること。

５　法の下では、教育長は教育委員のうちから互選で選任されることになってい
るが、教育長候補者としての教育委員はあらかじめ首長により特定されてい
るのが通例であるため、首長が選任権については影響力を有していると言っ
ても過言ではない。したがって、（教育行政のいわば全権を担う）教育長の任
命に繋がる教育委員の選任については、その人選にあたり、その職責の性質
上、学校教育に関する高い識見と経験、さらに教育行政専門職としての位置
づけを配慮すること。

　以上附帯決議する。

平成25年４月19日

総務文教委員会

教
育
委
員
の
選
任
に
附
帯
決
議


